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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

印
西
市
被
災
者
住
宅
再
建
資
金

利
子
補
給
金
制
度

　
3
月
　
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

11

太
平
洋
沖
地
震
で
所
有
す
る
家
屋
に

損
害
を
被
っ
た
人
が
、
住
宅
再
建
の

た
め
の
資
金
を
金
融
機
関
か
ら
一
定

額
を
借
り
入
れ
た
場
合
、
市
で
は
千

葉
県
と
共
に
、
住
宅
復
興
を
促
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
利
子

の
一
部
を
利
子
支
払
い
開
始
日
か
ら

5
年
間
補
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
建
物
や

申
込
者
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ
り
ま

す
。
　
ま
た
、
申
し
込
み
や
融
資
実
行
に

期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

（９）平成２３年（２０１１）１１月１日号

集
ま
り
「
印
西
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ

Ｋ
」
が
自
主
企
画
し
た
無
料
の
野
外

ラ
イ
ブ
・
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
2
日
間

で
合
わ
せ
て
約
　
組
の
ア
マ
チ
ュ

20

ア
・
バ
ン
ド
が
参
加
。
懐
か
し
い

フ
ォ
ー
ク
か
ら
、
元
気
が
出
る
ロ
ッ

ク
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
が

大
集
合
で
す
。

　「
音
楽
の
街
」
印
西
を
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
　
月
5
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

11

11

30

午
後
4
時
、
6
日
蚊
・
午
前
　
時
～

11

午
後
4
時
。

■場 
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
モ
ー
ル

公
園
劇
場
（
北
総
線
印
西
牧
の
原
駅

南
口
側
・
無
料
駐
車
場
あ
り
）。

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
か
内
容
変
更

と
な
り
ま
す
。

■問 
実
行
委
員
会
事
務
局
・
佐
々
木

（
緯
碓46 
4
7
3
1
）、
永
井
（
■携 
0
9

0
―
4
0
6
5
―
8
3
4
6
・
午
後

5
時
以
降
）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
花
の
丘
マ
ン
ス
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
】

「
秋
の
ほ
っ
と
一
息
コ
ン
サ
ー

ト
」
　
ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
・
ハ
ー
ブ
・

ド
ラ
ム
・
ベ
ー
ス
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ
ス
の
演
奏
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
2
時
。

11

13

胸
出
演
…
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ク
レ
ー

ル
。

【
展
示
会
】

志
賀
宏
祥
写
真
展
「
彩
華
」

胸
出
展
…
志
賀
宏
祥
氏
。

■時 
　
月
　
日
画
～
　
日
我
・
午
前
9

11

11

30

時
～
午
後
5
時
。

■問 
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
管
理

事
務
所
（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

tt
p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/

k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

膝
栗
毛
2
0
1
1

　
印
旛
沼
を
望
む
絶
景
ポ
イ
ン
ト
の

「
瀬
戸
徳
性
院
」
お
よ
び
巨
木
が
立

ち
並
ぶ
「
鎌
苅
東
祥
寺
」
両
寺
の
秘

仏
を
訪
ね
る
ウ
オ
ー
ク
。
特
に
徳
性

院
は
三
十
三
年
に
一
度
の
秘
仏
「
十

一
面
観
音
」
の
御
開
帳
と
稚
児
行
列
、

東
祥
寺
の
御
利
益
あ
ら
た
か
な
青
い

観
音
な
ど
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

11

20

30

（
受
け
付
け
9
時
～
、
雨
天
決
行
）。

胸
集
合
場
所
…
印
旛
支
所
（
美
瀬
）。

■定 
1
0
0
人
。

■費 
1
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
昼

食
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
帽
子
を
持
参
。

雨
天
の
場
合
は
雨
具
も
。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

11

15

印
西
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
胃
碓49 
4
5
1
1
）
へ
（
先
着
順
）。

■問 
齊
藤
（
緯
碓42 
6
0
8
5
・
午
後
5

時
～
9
時
の
4
時
間
）。

2
台
で
す
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
・

小
学
校
1
年
生
以
上
の
親
子
。

■定 
　
人
程
度
。

70
■費 
大
人
…
1
7
街
0
0
0
円
、
子
ど

も
（
小
学
生
）
…
1
5
街
0
0
0
円

（
宿
泊
料
・
バ
ス
代
・
行
事
保
険
料

を
含
む
）。

※
そ
の
ほ
か
食
事
・
リ
フ
ト
券
・
レ

ン
タ
ル
料
金
は
別
。

■申 
　
月
　
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

11

11

ま
で
に
、
は
が
き
に
申
込
者
の
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
へ
、

左
記
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
を
お
こ
な
い
、
後
日
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
開
催
要
綱
は
、
各
公
共
機
関
窓
口

に
用
意
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
6
7
印
西
市
浦
部
2
7

5
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
内
・
緯

碓42 
8
4
1
7
）。

せ
く
だ
さ
い
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

1
・
7
7
3
）。

住
宅
・
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
事
業
補
助
制
度

　
市
で
は
「
印
西
市
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
建
物
の
耐
震
診

断
な
ど
を
行
う
場
合
に
そ
の
費
用
の

一
部
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
対
象
建
築
物
・
事
業
は
、
市
内
の

築
後
　
年
以
上
が
経
過
す
る
建
物
の

10

耐
震
診
断
（
現
地
調
査
を
行
わ
な
い

簡
易
診
断
も
対
象
）、
耐
震
改
修
設

計
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
で
す
。

※
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
建
物
の

規
模
・
構
造
・
用
途
に
適
応
し
た
専

門
の
建
築
士
に
依
頼
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

■対 
補
助
の
対
象
と
な
る
建
物
の
所
有

者
（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
有
部
分

に
つ
い
て
は
、
区
分
所
有
者
の
団
体

の
管
理
者
ま
た
は
管
理
組
合
法
人
の

理
事
）。

※
補
助
の
対
象
と
な
る
た
め
の
条
件

な
ど
が
別
途
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
者
に
市
税
の
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

噛
補
助
金
額
お
よ
び
補
助
率
な
ど
…

左
表
の
と
お
り
。

※
補
助
金
申
請
額
の
合
計
が
予
算
額

を
超
え
た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

■申 
　
月
　
日
峨
ま
で
に
、
必
ず
事
業

12

27

着
手
前
に
左
記
ま
で
相
談
し
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
事
後

不
可
）。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
〒
2
7
0
―
1

3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4
―

2
・
緯
内
線
7
7
1
、
7
7
3
・
胃

碓42 
0
0
2
8
）。

消
防
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ2

0
1
1

　
印
西
地
区
消
防
組
合
の
主
要
な
消

防
車
両
を
一
同
に
そ
ろ
え
、
さ
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
を
設
け
、

地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
災
害

対
策
の
啓
発
を
目
的
と
し
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
正
午
～
午
後
3
時

11

12

（
小
雨
決
行
）。

■場 
牧
の
原
モ
ア
駐
車
場
。

■内 
消
防
車
両
・
装
備
機
材
展
示
、
煙

体
験
、
水
消
火
器
体
験
、
応
急
手

当
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
普
及
。

■問 
印
西
西
消
防
署
牧
の
原
分
署
（
緯

碓46 
9
9
9
2
）。

「
一
日
赤
十
字
」
を
開
催

　
印
西
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
地

域
の
み
な
さ
ま
に
赤
十
字
の
活
動
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
一
日
赤

十
字
」
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

19

10

3
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
①
赤
十
字
に
つ
い
て
（
講
義
）
お

よ
び
映
画
「
ジ
ュ
ノ
ー
」（
太
平
洋

戦
争
末
期
の
広
島
で
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
直
後
、
被
爆
し
た
市
民
の
救
援

活
動
に
奔
走
し
た
赤
十
字
国
際
委
員

会
駐
日
主
席
代
表
の
ス
イ
ス
人
医
師

「
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ュ
ノ
ー
」
の
生
涯

を
描
い
た
ア
ニ
メ
）
上
映
、
②
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
体
験
な
ど
。

■対 
小
学
校
高
学
年
以
上
。
■定 
　
人
。

50

■申 
　
月
2
日
我
・
午
前
9
時
か
ら
、

11
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
）。

印
西
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
 Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

2
0
1
1
 　
 Ｂ
Ｉ
Ｇ
 Ｈ
Ｏ
Ｐ

in

　
 印
西
市
周
辺
の
音
楽
愛
好
者
の

胸住宅・建築物耐震改修促進事業補助制度　補助金額と補助率胸

１棟当たり
補助金の上限額
（消費税込額）

補助率

上限額補助対象事業
建築物の
種類 １棟当たり

費用上限
㎡あたり
費用上限

事業の種類場所

66,000円

2/3以内

100,000円①耐震診断
市全域

一戸建ての
住宅

20,000円30,000円②簡易診断

133,000円200,000円2,000円③耐震診断

沿道
20,000円30,000円④簡易診断

66,000円100,000円⑤耐震改修設計

200,000円300,000円⑥耐震改修工事

133,000円200,000円2,000円⑦耐震診断市全域

長屋・
共同住宅

266,000円400,000円2,000円⑧耐震診断

沿道 66,000円100,000円⑨耐震改修設計

400,000円600,000円⑩耐震改修工事

266,000円400,000円2,000円⑪耐震診断市全域そのほかの
建築物
(事務所、
店舗など)

533,000円800,000円2,000円⑫耐震診断

沿道 266,000円400,000円⑬耐震改修設計

800,000円1,200,000円⑭耐震改修工事
※補助金は千円未満切り捨て。沿道とは、印西市地域防災計画に指定されている道路（国道464号、国道356号、県
道千葉竜ヶ崎線）。

都
市

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
蚊
・
午
後
1

11

13

27

時
～
4
時
。

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■対 
市
内
在
住
者
。
■費 
無
料
。

■他 
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
参
。
午
後
1
時
か
ら
参
加
者
全
員

で
会
場
準
備
を
行
い
ま
す
。

■申 
当
日
会
場
で
。

■問 
卓
球
連
盟
事
務
局
・
櫻
井
（
■携 
0

9
0
―
8
8
7
7
―
5
7
2
0
）。

印
西
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
催

男
女
混
合
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■時 
　
月
4
日
蚊
・
午
前
9
時
～
。

12
■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■対 
市
内
在
住
の
男
女
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
。
男
性
登
録
は
何
人
で
も
よ

い
が
、
ゲ
ー
ム
に
出
場
で
き
る
メ
ン

バ
ー
は
3
人
以
内
と
す
る
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）。

■申 
　
月
6
日
蚊
ま
で
に
、
所
定
の
申

11
込
用
紙
（
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館

事
務
室
に
有
り
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

へ
。

※
競
技
規
則
は
、
印
西
市
体
育
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://in

zai-
taik
y
o
.jp
/

の
各
種
情
報
・
案
内
）

に
掲
載
。

■問 
石
井
龍
二
郎
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
印
西
市
大
森
4
4
5
3
・
緯
／

胃
碓42 
6
7
7
8
）。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
模
範
試
合

　
印
西
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
で
は

競
技
の
普
及
、
愛
好
者
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り

「
模
範
試
合
」
を
公
開
し
ま
す
。
高

齢
者
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
親
し

ま
れ
た
こ
の
競
技
を
、
広
く
ヤ
ン
グ

世
代
に
も
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
狙
い

で
、
通
常
の
試
合
を
面
白
く
分
か
り

や
す
い
解
説
を
付
け
て
公
開
し
ま
す
。

　
将
棋
に
似
た
巧
妙
な
ル
ー
ル
と
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
ち
密
さ
を
思
わ
せ
る

技
を
必
要
と
す
る
5
人
対
5
人
の
優

れ
た
団
体
球
技
で
、
模
範
試
合
を
公

開
す
る
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
。

11

27

■場 
松
山
下
公
園
ま
つ
り
の
広
場
（
浦

部
）。

■問 
印
西
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
・
瀬

下
（
緯
碓97 
4
0
2
0
）。

印
西
市
ら
・
ら
・
ら
ス
キ
ー
教
室

　
体
育
指
導
委
員
主
催
ス
キ
ー
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

胸
日
程
…
1
月
　
日
臥
～
　
日
蚊
の

21

22

1
泊
2
日
。

■場 
日
光
湯
元
ス
キ
ー
場
（
宿
泊
場
所

は
、
奥
日
光
小
西
ホ
テ
ル
・
栃
木
県

日
光
市
湯
元
・
緯
0
2
8
8
―
6
2

―
2
4
1
6
）。

※
交
通
手
段
は
貸
し
切
り
大
型
バ
ス

ス
ポ
ー
ツ


